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１．地区センターを廃止し、新たに地区連携室を設置する目的を明らかにすること。 

２．「地区内の系統を横断して取組む機能の維持」に向けた教育について具体的にす

ること。 

３．「異常時の即応体制及び運転取扱い業務の技術力の維持・向上」に向けた教育に

ついて具体的にすること。また、安全教育を最優先し営業職の全社員へ行うこと。 

４．地区連携室の業務を１ヶ月に何日程度行うのか明らかにすること。 

５．地区連携室の業務は担務としてジョブローテーションの概ね１０年に該当するの

か明らかにすること。 

６．現在の各地区センター建屋について今後の活用方を明らかにすること。 

７．人身事故等の異常時における現地責任者は管理者とすること。 

地区センターはこれまで各職場と連携した異常時対応訓練や臨時入換等の業務や安全推進会

議、サービス会議等を行い安全・サービスレベルの向上のために現場と一体となった取り組みを進

めてきました。さらに、ＪＲ東日本の取り組みを地域の方々に理解して頂くために尽力してきまし

た。しかし、ベテラン社員の退職期に加え新型コロナウィルス感染症拡大の影響により社会環境の

変化が早い段階で到来したことを受け、各地区センターを廃止し地区駅に新たに「地区連携室」を

設置することが提案されました。異常時対応力や運転取扱い業務における技術やノウハウを将来

にわたって技術継承していく体制とするため下記のとおり７項目を申し入れました。 


